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                 Studies on Urinary Colloids 
               Report I  : Urinary Colloids in Urolithiasis 
 Kiichi SUGIYAMA 
        From  the  Department of Urology,Faculty of Medicine, Kyoto University 
                            (Director .  Prof. T.  lnada) 
   The  followings have been measured by Ogawa colloid-reaction on urinary colloids of 
urolithiasis. 
   1) In most cases, quantity of the colloids on urolithiasis are within the limits of 
normal urine, but all of them are near around the highest level of normal one, and no 
cases indicate average value or less of normal urine. 
   2) The comparison between calculous side of ureter and healthy side in same pa-
tients, shows that the quantity of affected side is  recognized ranking from the highest 
value of normal colloid to still higher. 
   The colloid of healthy side is nearly same as normal. 
   3) In  urines which have been taken from bladder and affected side of ureter of some 
patients, who have been suffering from urolithiasis in the past, quantity of the colloids 
decrease gradually, as time go on, and then the value indicates less than normal level 
after 3-6 months. 
   In thehealthy side of ureter, variation of colloidal value were scanty and showed 
about normal level.
緒 言
尿路結石 の成 因 として多 くの因子 が考え られ
ているが,そ の中で,尿 は塩類 の過飽 和溶液 で
あり,こ れが溶解状態 に あるのは尿中膠 質介在
による保護作 用の為 で あ り,こ の膠質 の変調,
低下が結石形成 の一つ の要 素 となる事 はEbs-
tein(1884)によ り指摘 され,そ の頃 より重要
視され て来た.こ の膠質保 護作用 の問題 に就 い
てはLichtwitz及びSchadeの説が一般 に広
く信 じられ,又Franke(1943)は多糖類 が主
要な保護膠質作 用 をなす事 を発見 し,更 に結 石
予防に関 して論じた.叉 最近では限外顕微鏡に
























実 験 方 法































1 大 ○ 3 1～2 3 4～5 一6→
2 ○ 田 δ 1～2 一 3～5 67→
3 酒 ○ 8 1～2 一 3～4 56→
4 ○ 山 ♂ 1 一 2～3 一4→
5 仁 ○ δ 1～2 一 3～4 一5→
6 ○ 藤 δ 1～3 一 4～5 一6→
7 川 ○ ♀ 1～2 一 3～4 一5→
8 ○ 谷 ♀ 1 2 3～4 一5→
9 木 ○ ♀ 1～2 一 3～5 一6→
10 ○ 野 ♀ 1～2 『 3～5 一6→
11 松 ○ ♀ 1 2 3～5 一6→
12 ○ 野 ♀ 1 2 3～4 一5→
13 木 ○ ♀ 一 1 2～3 45→
14 ○ 子 ♀ 1 一 2～3 45→
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2は共に膀胱結石であ り前述 した第 皿、皿表にあるも
のと同一の症例である.これらは何れも砕石後 日時の









































































































お り,又症例5は 切石術後3年,症 例7は 術後2年
を,症例8は 術後6ケ 月,症例16は術後1ケ 年を経過
して後,再 莱時採尿せるものである.この場合患側が


























第皿表 尿 石 症 を 経 過 した 分 離 尿
右 尿 左 尿 過去に於ける尿石
霧1姓 ・岡 四 ㎜1・1 ・1・YR【YRIRRYI・
存在部
1 小 ○ 一 1 2～4 5 6→ 1
一 ' 2～4 一 5→ 左 尿 管
2 ○ 瀬 1 一 2～4 一 5→ 1
一 3 4 5→ 〃 〃 〃
3 本 ○ 1～3 一 4～5 6 7→ 1～5
一 6 一 7→ 右 腎
4 ○ 近 1～2 一 3～5 6 7→ 1～3
一 4～5 一 6→ 〃 〃
5 申 ○ 1 一 2～3 一 一 4→ 1～2
一 3～4 一 5→ 右 尿 管
6 ○ 南 『 一 1～2 一 3→ 1
一 2 一 3→ 左 尿 管
7 中 ○ 玉～2 一 3 一 4→ 1 2 3～4
一 5→ 右 腎
8 ○ 沢 1～2 一 3～4 一 5→ 1 一 2～3 一 4→ 左 腎
9 表 ○ 1 一 2～3 一 4→ 一 1 2 3 4→ 左 尿 管
10 ○ 藤 1～2 } 4 5 6→ 1～3 一 4～5 一 6→ 〃 〃7〃
11 福 ○ 1～2 一 3～5 一 6→ 1～4 一 5 一 6→ 〃 〃 〃
12 ○ 田 1～3 一 一 4 5→ 1～2 一 3～4 5 6→ 右 腎
13 向O 一 一 1 2 3→ 一 一 1 2 3→ 〃 〃
14 ○ 栗 1 一 2～4 5 6→ 1～2 } 3～4 5 6→ 左 尿 管
15 小 ○ 1 『 2～4 一 5→ 1 一 2～4 一 5→ 右 腎
16 ○ 部 一 『 1～3 一 4→ 1～3 一 4～6 一 7→ 右 尿 管


























































































































































7→ 術 前 表IVの4
5→ 〃 後.表Wの1
7→ 〃 前 表IVの24




5→ 〃 前 表IVの23
6→ 〃 後 .表 田の4
6→ 〃 前 表IVの17
6→ 〃 後 表 田 の10
9→ 〃 前2表IVの25
L一
3→ ■ 後 表V[1の13
6→ 〃 前 、 表IVの32
5→ 〃 後 …表冊の15
膀胱尿のみ両側共採尿不能 〃 前 表 皿の21
1～2 3～4 5 6→ 〃 後1表Wの12
6)腎結核に於ける尿膠質の変化
一側腎結核症に於ける両側採尿を3例行いその膠質
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第皿表 腎 結 核 症3例
傷1姓
右 尿 左 尿






































考 按 並 び に 総 括
尿中膠質 の存在 はHuppertが尿を濾 過す る
時 その濾 過速度 が次第 に減 じて行 く事 を認 め,
それ が膠質 の為 であると し,そ れ以後 尿膠質 に
就 いては各方面 よ り研究 され て来 たが特 に生理
学 に於け る疲 労 の研究及び泌尿器科学 に於 ける
各種 尿路疾患 に関連 して種 々の研究が発表 され
て来 ている.
この尿膠質 を分離す るには普通透析 を用 いる
が その他にアル コール,ベ ンジン,カ オ リン,
獣 炭末等 に より分離 する方法 が行 われてい る.
私 が行 つた小 川膠質反応 に於 ても尿中に獣 炭末




即 ち明 らか に膠質が獣炭末 に吸着 され ている事
が判 る.
現在迄 に尿膠質成分 と して知 られてい るもの
には次の如 きものが ある.




イン酸 及 び クレアチニン(Pincussohn1910
年),含 水 炭素(Salkowski1909年),尿酸
及 びウロク ローム(Klemperer1902年)等が
あ り笹井 等は ムコプロティ ンが尿中保護作用を
営む膠質の主 成 分であると述べ ている(1952年)
以上 の他に病 的産物 としては所調酷酸 体(血 清
アル ブ ミン様 の溶解 性蛋白質 とコン ドロイチ ン
硫 酸,ク ウ ロコール酸,核 酸の化合物 と考え ら
れてい る)・ 蛋 白体(尿 蛋 白反応が陽 性 となる
































め これにグルクロノラク トンを投与 して表面張




































































が強 く,結 石除去 と共に徐・をに正常値へ下降
し,更に日時の経過と共に低下して正常値の下
限界或はそれ以下に下る傾向が見られる.この
事は膀胱尿及び 尿石存在側尿共に 同様の 傾向
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最後に腎臓結核患者に就いて検索したが同項
































に),遂 には健康人 より更に低値 となる場合が
多い.健 側値の変動は極めて少な く健康人と略
同様である.そ の為以前に尿石の存在 した側の
尿膠質は健側尿膠質に比 して低下している場合
が尿石除去後 日時を経過するにつれて増加して
来 る.
(本論文の要旨は昭和30年日本医学会第43回総会に
於て稲田教授により宿題報告の一部として報告した)
(御指導並びに御校閲を賜った恩師稲田教授に深謝
する)
(本研究は文都省科学研究費に負う所大なり,記し
て謝意を表する)
文献は最終篇に譲る,
